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ハニカム格子を有する物質群はフラストレーションに起因する多彩な磁性により、

実験・理論の両側面から精力的に研究されてきた。例えば、キタエフスピン液体など

が知られている。圧力は磁性イオンのボンド長の変化を通じて磁性に影響を与える重

要なパラメーターである。今回、リチウムイオン電池の正極材料としても知られる

Li2MnO3を高圧下で合成し、新しい磁気構造の形成を目指した。 

 本研究では、5 GPaまで圧力を変化して、Li2MnO3の合成を試みた。放射光 X線回

折測定の結果、1 GPaにおいて、Mn2/3Li1/3O2面でMnと Liが無秩序した系を合成でき

た。その結果、面内でハニカム格子と三角格子を模倣した格子が形成された。また、

高圧力の印加が、積層欠陥の抑制に有効であることを確認した。このように、Li層の

秩序を維持しつつ、Mn2/3Li1/3O2面にのみ Mn と Li が無秩序した、いわゆる部分無秩

序を達成した。磁化測定および比熱測定の結果、35 K以下で反強磁性転移に伴う長距

離秩序を観測した。ゼロ磁場冷却と磁場中冷却の磁化に不可逆性が現れ、比熱測定の

温度依存性にはブロードなピークも観測された。これらの振る舞いは、スピングラス

の形成を示唆する。図 1に示す

ように、室温から 26 Kまで温

度を変化して中性子回折測定

を行った。その結果、長距離秩

序に伴い磁気回折ピークが出

現した。磁気構造解析の結果、

反強磁性とスピングラスの共

存により、これらのピークを矛

盾なく説明できた。このように、

常圧の従来 Li2MnO3で報告さ

れているネール型反強磁性と

は異なる磁気構造が形成され

ていることを明らかにした。 

Fig. 1 Neutron powder diffraction patterns of Li2MnO3 

from 250 to 26 K. Dashed circles denote the magnetic 

Bragg peaks. 
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